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『隆

季

集
』
の

成

立

一

土
御
間
中
納
言
藤
原
家
成
の
男
で
、
保
元
三
年
非
参
議
従
三
位
を
経
て
、
正

二
位

・
権
大
納
言
に
至
り
、
寿
永
元
年
出
家
。
「久
安
百
首
』
の
作
者
に
追
加

さ
れ
、
「詞
花
集
』
以
下
に
一
一
首
の
入
集
を
み
る
平
安
後
期
の
歌
人
、藤
原
隆

季

（
一
一
二
七
―
没
年
不
詳
）
に
私
家
集
が
あ

っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
福
井
久

蔵
氏
が

『大
日
本
歌
書
綜
覧
中
巻
』
（大
正
１５
・
８
）
で
、
「隆
季
集
　
写

一
巻

集
は
も
の
に
見
え
た
れ
ど
夙
く
供
し
た
る
か
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
予
想
さ
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
隆
季
の
私
家
集
は
探
し
得
ず
、
そ
れ

と
は
趣
を
異
に
す
る
私
撰
集
が
伝
存
し
て
い
る
。
彰
考
館
文
庫
と
井
上
宗
雄
氏

の
御
所
蔵
に
か
か
る

『隆
季
集
』
が
当
該
書
で
、
本
書
は
す
で
に
、

「中
世
私

撰
集
解
題
（そ
の
こ
」
合
和
歌
文
学
研
究
』
第
十
四
号
、
昭
和
釘

。
１０
）と

『和

歌
文
学
大
辞
典
』
（昭
和
”
・
Ｈ
）
の
当
該
項
目
に
、
井
上
宗
雄
氏
（後
者
は
森

本
元
子
氏
と
共
同
執
筆
）
に
よ
る
簡
に
し
て
要
を
得
た
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
次
に
便
宜
上
、
「和
歌
文
学
大
辞
典
』
か
ら
当
該
記
事
を
引
用
さ

せ

て
い
た
だ
き
、
本
稿
の
端
緒
に
し
た
い
と
思
う
。

隆
季
集
昧
ゆヵ、
”
ぇ
　
伝
本
は
彰
考
館
文
庫
に

『
匡
衡
集
』
と
合
綴
の
一
冊
が

あ
り
、　
明
応
二
“卜８
上
ハ
中
旬
右
京
亮
量
胤
の
本
を
も

っ
て
写
し
た
由
の

?

|

|

|

村

晃

功

奥
書
が
あ
る
跡
和
。　
井
上
宗
雄
本
も
同
系

（文
久
三
“∞８
み
な
も
と
の
た

だ
な
を
書
写
）
。
春

一
四
二
、
夏

一
〇
二
、
秋
六
四
、
冬
三
三
、
釈
教
・神

祗

・
歳
暮

・
祝
各

一
、
恋
二
五
、
計
三
七
〇
首
を
収
め
る
。

「隆
季
集
」

と
は
題
す
る
が
、
実
は
中
世
成
立
の
私
撰
集
で
隆
季
の
集
で
は
な
い
。
平

安

・
鎌
倉
時
代
の
和
歌
を
部
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
名

・
会
記
は
す

べ
て
取
り
払
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
井
上

・
森
本
両
氏
の
的
確
な
記
述
に
よ
っ
て
、
『隆
季
集
』
の
内
容
・成

立
の
問
題
は
ほ
ぼ
明
ら
め
ら
れ
て
、
い
ま
さ
ら
事
新
し
く
付
加
す
べ
き
こ
と
は

あ
ま
り
な
い
。
し
か
し
、
本
書
が

「平
安

。
鎌
倉
時
代
の
和
歌
を
部
類
し
た
」

撰
集
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
が
、
具
体
的
に
い
か
な
る
出
典
資
料
か
ら
、

い
か
な
る
歌
人
の
詠
を
採
録
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
本
書
は
い
か
な
る
性

格
を
有
す
る
撰
集
で
、
そ
の
撰
集
目
的
は
何
で
あ

っ
た
の
か
の
言
及
は
不
可
欠

で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
本
書
が

「中
世
成
立
の
私
撰
集
」
に
は
相
違
な
か
ろ
う

が
、
そ
の
成
立
時
期
は
お
お
よ
そ
い
つ
ご
ろ
で
あ
る
の
か
の
検
討
も
是
非
必
要

で
あ
ろ
う
。

か
か
る
次
第
で
、
以
下
は
井
上
氏
ら
の
成
果
に
基
づ
い
た

『隆
季
集
』
の
出

典
資
料
の
間
明
を
と
お
し
て
成
立
の
問
題
に
言
及
し
た
拙
い
報
告
で
あ
る
が
、

大
方
の
御
叱
正
を
賜
わ
ら
ば
、
幸
甚
で
あ
る
。



二

さ
て
、
『隆
季
集
』
の
精
査
に
入
る
前
に
、
底
本
と
し
た
井
上
宗
雄
氏
御
所

蔵
の

『隆
季
集
』
の
書
誌
的
説
明
を
し
て
お
こ
う
。
本
書
は
縦
三
二
・
七
糎
、

横

一
六

。
一
糎
の
袋
綴
写
本

一
冊
。
表
紙
は
朱
色
下
地
に
鶴
の
模
様
を
押
す
。

題
餐
は
左
肩
に

「隆
季
集
」。
内
題
も
同
じ
く

「隆
季
集
」。
本
文
料
紙
は
格
紙

で
、　
一
面

一
〇
行
書
。
歌

一
首

一
行
書
で
、
歌
題
は
本
文
よ
り
五
字
下
げ
。
遊

紙
は
な
く
、
墨
付
三
六
丁
。

一
丁
オ
に

「宮
崎
蔵
書
」
「
は
な
の
屋
」
「堀
田
文

以

肋

鏃

荼

饒

誠

一肇

軋

保
在
判
」
な
る
奥
書

（墨
書
）
と
、
「諸
家
伝
補
任
云
隆
季
権
大
納
言
正

〓
一
位

云
々
　
○
系
図
修
理
大
夫
／
顕
季
四
代
孫
四
條
権
大
納
言
正
三
位
藤
原
隆
季
母

加
賀
守
／
高
階
宗
章
女
／
夫
林
抄
二
歌
多
ク
入
レ
リ
」
な
る
注
記

（朱
書
）
と
、

「文
久
三
年
十

一
月
四
日
写
之
／
み
な
も
と
の
た
ヽ
な
を
」
な
る
識
語

（墨
書
）

が
あ
る
。
彰
考
館
文
庫
本
の
転
写
本
と
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『隆
季
集
』
が
隆
季
の
詠
を
収
め
た
私
家
集
で
は
な
く
、他
人
の

歌
か
ら
成
る
私
撰
集
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
「浦
の
か
す
み
を
」

の
回
須
＾
歌
簾
に
あ
ま
の
こ
は
り
し
袖
の
浦
波
に
春
は
霞
の
も
し
は
た
れ
つ
ゝ

（浦
の
か
す
み
を

。
一
四
）

②
い
く
春
の
霞
の
し
た
に
埋
れ
て
お
と
ろ
の
道
に
跡
を
と
ふ
ら
ん（同

。
一
五
）

０
雪
消
る
萩
の
や
け
原
霞
こ
め
た
て
ぬ
煙
に
も
ゆ
る
若
草
　
　
（同

。
一
五
）

の
う
ち
、
田
が

『俊
成
卿
女
集
』
の
俊
成
女
の
詠
、
②
が

『拾
遺
愚
草
』
の
定

家
の
詠
、
０
が

『
正
治
再
度
百
首
』
の
長
明
の
詠
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
白
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
に
、
『隆
季
集
』
は
私
撰
集
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、『隆
季
集
』

の
内
容

（性
格
）
を
把
握
す
る
第

一
段
階
と
し
て
、
『隆
季
集
』
の
収
載
歌

の

作
者
面
か
ら
の
検
討
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
『隆
季
集
』
の
実
態
を
紹

介
す
る
意
味
も
含
め
て
、
現
在
ま
で
に
確
認
し
え
た

『隆
季
集
』
の
収
載
歌
三

七
〇
首
の
典
拠
お
よ
び
作
者
を
整
理
す
る
と
、
次
の
ご
と
く
な
る
。

〔草
根
集
〕

２０
．
２．
．
２５
。
２９
。
３０
．
４
．
６３
１
７０
．
８２
・
８４
・
８７
・
８８
・

９３
・
９５
・
‐２‐
●
‐３３
・
脳
・
蘭
‐
１４‐
●
‐６６
。
四
‐
震
。
獅
・
閣
・
四
。
別
・

四
．
２７０
０
２７４
・
四
・
３‐９
‐
ン
・
翻
・
卸

〔林
葉
集
〕

３４
・
３７
・
“
・
４
・
５５
２
５８
・
７７
ど
つ
ｏ
８６
・
‐１２
・
‐‐５
‐
‐‐７
・

‐２０
０
獅
Ｏ
Ｗ
。
Ш
・
拓
。
Ｗ
。
１４８
。
則
。
‐９９
と
２０‐
．
獅
と
四
・
２‐‐
．
２‐６
・

２‐７
・
別
‐
別
・
塑
。
四
・
地
。
四
・
３‐２
‐
３‐５

〔宋
雅
千
首
〕

２６
・
３３
・
３６
・
３８
・
４５
。
４８
・
５４
・
５９
。
８３
・
螂
・
″
・

”
・
翅
。
細
。
１７９
。
蜘
・
虚
。
１８５
。
即
・
理
・
２‐４
・
２‐８
・
２‐９
。
塑
・
圏
・

塑
．
”
。
四
。
２６２
・
四
・
筋
。
２８２
・
鋼
・
躙
。
獅
・
郷
。
翻
・
硼
・
Ⅲ
・

〔肖
柏
千
首
〕

２４
・
２
・
３９
・
５０
．
５２
・
６０
．
６２
・
８０
。
８．
。
９０
．
１２８
。
蜘

‐３‐
●
虚
―
‐６５
。
脳
・
Ⅳ
。
１９‐
―
‐９３
・
‐９５
。
Ｗ
・
即
。
２‐５
。
物
・
翡
・
獅
・

〔古
今
六
帖
〕

１７
・
２３
・
２８
・
‐４９
。
鰤
（男
恒
）
。
８５
。
‐５８
・
鳩
。
２４７
・
２４９
・

知
・
別
・
湖
。
制
。
調
。
３５８
・
卸
。
調
‐
蜘
（作
者
不
記
）
。
１５‐
●
‐５９
・
ｍ

‐７５
（貫
之
）
・
１７６
（醍
醐
天
皇
）
・
２５６
（定
方
）
。
四
（敏
行
）
。
圏
（忠
琴
）
。
郷

（人
麿
）
・
獅
（道
真
）
。
調
（深
養
父
）
・
剛
（寄
香
）

〔俊
成
卿
女
集
〕

７
・
９
ｏ
ｌＯ
ｏ
ｌ４
・
価
ｏ
‐５７
・
‐７０
●
‐７３
。
Ｗ
・
‐８‐
０
四
●

２４５
。
２６４
。
２６７
を
知
。
獅
。
四
・
贈
・
捌
。
割
・
椰
。
Ｗ
。
限
。
鰯
・
謝
・

皿
。
３６２
・
獅
。
鋼



〔拾
遺
愚
草
〕

ｎ

。
１３

・
・５

ｏ
９４

・
％

・
鵬
・
１１３
・
‐‐９
。
‐２４
・
朋
。
２‐３
・
卸

観
・
晰
・
脚

〔頼
政
集
〕

２

・
螂
・
１５２
・
‐５３
・
塑
・
”
。
別
・
ル
・
搬
。
調
・
鍛
々
椰

〔長
明
集
〕

ｎ
。
１１８
。
昴
。
‐４３
。
‐６７
・
湘
。
２‐０
．
２‐２
・
獅
。
四
。
獅
。
３‐‐
．

躍
〔宝
治
二
年
歌
合
〕

９６
（小
宰
相
）
。
９９
（通
忠
）
。
１０１
（有
教
）
・
鵬
・
邸
（蓮

性
）
。
１０６
（師
継
）
。
１０７
（下
野
）
・
鵬
（少
将
内
侍
）
・
ｍ
（越
前
Ｙ
ｌ６９
（為
氏
）

〔正
治
再
度
百
首
〕

１６

ｏ
η

ｏ
３５
ｏ
班
・
圏
・
観
。
田
・
晰
（長
明
）

〔曽
丹
集
〕

８

・
″

・
‐１０
・
１１４
・
郷
・
題
。
２７５

〔散
木
奇
歌
集
〕

１７‐
●
鰤
０
あ
々
四

〔為
ヂ
千
首
〕

４３

・
“

・
５．

．
１７２

〔元
真
集
〕

６．
．
９７

・
鰤

〔古
今
集
〕

”
（素
性
）
。
２８５
（人
麿
）

〔天
徳
内
裏
歌
合
〕

塑
（中
務
）
。
郎
（兼
盛
）

〔源
重
之
集
〕

別
・
卸

〔和
泉
式
部
集
〕

１０３
・
閣

〔堀
河
百
首
〕

蛇
（顕
季
）
。
四
（匡
房
）

〔新
勅
撰
集
〕

５
（好
忠
）
・
″
（読
人
不
知
）

〔桜
井
基
佐
集
〕

Ｈ
・
四

〔家
持
集
〕

蘭

〔亭
子
院
歌
合
〕

Ｚ
（是
則
）

〔素
性
法
師
集
〕

８

〔兼
盛
集
〕

獅

〔金
葉
集
〕

Ｗ
（顕
季
）

〔千
載
集
〕

田
（道
因
）

〔新
古
今
集
〕

鍛
（長
明
）

〔続
古
今
集
〕

３‐６
（俊
成
）

〔玉
葉
集
〕

班
（基
忠
）

〔続
後
拾
遺
集
〕

１８３
（匡
房
）

〔風
雅
集
〕

７．
（定
円
）

〔出
典
不
詳
〕

１
を
４
・
６
●
１２

・
・８
。
・９

・
２２

・
３．
．
４．

．
５３
・
２

・
％

７６
・
９．

．
硼
．
脱
。
螂
。
１６‐
●
‐７８
・
‐８８
。
四
・
２５０
０
邪
０
別
。
鋼
・
別
・

珈
・
観
。
Ｗ
・
躙

ち
な
み
に
、
こ
の
整
理
の
注
記
を
し
て
お
く
な
ら
ば
、
算
用
数
字
は

『隆
季

集
』
収
載
歌
三
七
〇
首
に
仮
り
に
付
し
た

一
連
番
号
で
あ
り
、
カ
ッ
コ
内
の
注

記
は
当
該
歌
の
作
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

（個
人
の
家
集
、
定
数
歌
の
場

合
は
省
略
し
た
）
。
こ
の
整
理
に
よ
っ
て
、
『隆
季
集
』
三
七
〇
首
の
う
ち
、
三

三
八
首
の
典
拠
お
よ
び
作
者
が
明
白
に
な

っ
た
が
、
な
お
整
理
し
て
部
立
別
出

典
資
料
表
を
作
成
す
れ
ば
、
次
表
の
ご
と
く
な
る
。

2 4

4 9 11
10 13 13 15303238404452

正
治
再
度
百
首

曽
丹
集

散
木
奇
歌
集

為
チ
千
首

元
真
集

天
徳
内
裏
歌
合

源
重
之
集

和
泉
式
部
集

堀
河
百
首

新
勅
撰
集

桜
井
基
佐
集

1  1  1 1 2 3

出
典
資
料

一春
一夏

草
根
集
　
　
一２９
一８
一４

林
葉
集
　
　
一１９
一２〇
一１

宋
雅
千
首
　
一１３
一・３
一・４

肖
柏
千
首
　
一１３
一・７
一８

古
今
六
帖
　
一４
一８
一９

俊
成
卿
女
集

一４
一７
一７

拾
遺
愚
草
　
一９
一２

頼
政
集
　
　
一２
一３
一４

長
明
集
　
　
一３
一５
一３

宝
治
二
年
歌
合
一８
一２

22222234578
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家
持
集

古
今
集

亭
子
院
歌
合

素
性
集

兼
盛
集

金
葉
集

千
載
集

新
古
今
集

続
古
今
集

玉
葉
集

続
後
拾
遺
集

風
雅
集

出
典
不
詳

1  1

1  1

1  1

こ
の
う
ち
、
釈
教
以
下
の
四
首
は
便
宜
上
冬
部
に
入
れ
た
。
ま
た
、
二
首
、

一
首
の
出
典
資
料
は

『
隆
季
集
』
の
編
者
が
直
接
参
看
し
た
も
の
と
も
思
わ
れ

ず
、
こ
れ
ら
の
歌
を

一
括
収
載
す
る
類
題
歌
集
な
ど
か
ら
採
録
さ
れ
た
可
能
性

が
強
い
が
、
こ
れ
も
便
宜
上
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
い
た
。
こ
の
表
に
よ
っ
て

「隆
季
集
』
は
、
円
融

。
花
山
両
朝
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る

『
古
今
六
帖
」

「曽
丹
集
』
な
ど
の
類
題
歌
集

。
私
家
集
、
源
俊
頼
の
最
晩
年
の
成
立
と

お
ぼ

し
き

『
散
木
奇
歌
集
』
な
る
私
家
集
、
新
古
今
時
代
前
の
歌
林
苑
歌
人
の

『
林

葉
集
』
『頼
政
集
』
『長
明
集
』
『
正
治
再
度
百
首
』
な
ど
の
私
家
集

・
定
数
歌
、

後
鳥
羽
院
時
代
の

『
拾
遺
愚
草
』
『俊
成
卿
女
集
』
、
後
嵯
峨
院
時
代
の

『宝
治

二
年
歌
合
』
な
ど
の
私
家
集

・
歌
合
、
室
町
中
期
ご
ろ
に
成
立
を
み
た

『為
ヂ

千
首
』
『草
根
集
』
『宋
雅
千
首
』
『肖
柏
千
首
』
な
ど
の
定
数
歌

。
私
家
集

か

ら
撰
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
時
間
的
に
は
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
る

出
典
資
料
を
そ
の
撰
集
対
象
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
出
典

資
料
を
吟
味
す
る
に
、
そ
れ
ら
は
あ
る
程
度
の
共
通
性
を
も
つ
出
典
資
料
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
は

『
隆
季
集
』
の
編
者
の
編
纂
意
図
が
明
確
に
う
ち
出
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
そ
の

『
隆
季
集
』
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
は
、
出
典
不
詳
と
な

っ
て
い
る
三
二
首
を

列
挙
し
て
、
『隆
季
集
』
の
全
貌
の
紹
介
を
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

０
あ
ま
の
戸
の
あ
く
る
日
影
は
三
笠
山
さ
し
て
来
ぬ
ら
ん
春
の
色
み
ゆ

同をとめ子か袖」な羮罐囃耐樹遷型崎誓秒劃評算静鶴知りるｏ一）

（お
な
し
こ
ゝ
ろ
を

。
二
）

０
雪
霜
に
た
へ
て
し
空
も
今
朝
は
は
や
霞
先
立
春
や
き
ぬ
ら
ん

（
ふ
る
き
な
か
め
に
ｏ
三
）

ｍ
氷
ゐ
て
流
れ
絶
へ
に
し
大
山
川
は
や
立
春
と
つ
れ
て
来
に
け
り
（同

ｏ
四
）

０
四
方
山
は
春
め
き
に
け
る
み
よ
し
の
ゝ
一　
　
　
　
　
　
　
一（野
霞

・
六
）

０
山
も
と
を
こ
め
て
し
も
こ
そ
朝
霞
春
の
あ
か
れ
は
色
増
り
け
り

（あ
し
た
の
霞
を

⑩
若
菜
摘
を
の
ゝ
雪
間
を
見
わ
た
せ
は
日
も
春
や
か
に
朝
緑
な
る

国

一
し
ほ
の
緑
は
見
え
て
松
風
の
春
と
し
も
な
き
お
“
さマ
帝
″
“
『

ｍ
か
つ
き
ゆ
る
岩
根
を
あ
ら
ふ
淡
雪
の
に（
げ
£
る
山
の
井
の
な
罐
春

⑩
立
こ
む
る
霞
を
こ
め
て
谷
川
の
ひ
ゝ
き
に
消
る
う
く
ひ
す
¨
撃
申

側
春
の
色
も
見
え
ぬ
簾
の
呉
竹
に
花
ま
つ
程
に
鷲
の
鳴
　
穴
暁
鶯
〉

（梅
に
鷲
鳴
け
る
を

固
道
の
へ
の
梅
か
香
匂
ふ
夕
風
に
ま
た
見
ぬ
か
た
の
盛
を
そ
見
る
（梅
香

ｍ
河
柳
も
く
す
を
え
た
に
置
と
め
て
岩
越
水
の
程
そ
し
ら
る
ゝ（川
柳

32 1  1  1  1

一
一
一）

一
八
）

一
九
）

一
一一
一）

〓
一
一
）

四

一
）

五

三

）

七

二
）



ｍ
下
蒻
の
ふ
る
木
の
柳
下
も
え
て
煙
物
う
き
春
の
色
か
な
（古
木
柳

・
七
五
）

０
あ
さ
あ
け
の
山
桜
戸
の
玉
柳
た
れ
ま
つ
花
の
友
と
な
る
ら
ん
　
　
（七
六
）

０
早
蕨
の
も
え
出
ぬ
ら
ん
春
の
ゝ
に
焼
原
あ
さ
る
人
し
け
く
み
ゆ

（わ
ら
ひ

ｏ
九

一
）

側
桜
花
を
ち
の
さ
と
ま
て
詠
ら
ん
あ
た
に
を
ら
す
な
春
の
山
寺

（桜
を
見
る
こ
ゝ
ろ
を

ｏ
一
〇
〇
）

ｍ
た
す
ね
見
花
の
所
も
か
は
り
け
り
身
は
徒
の
詠
せ
し
ま
に

（お
な
し
心
を

。
一
〇
二
）

囲
世
に
ふ
れ
は
し
と
ろ
に
見
ゆ
る
山
賤
の
お
と
ろ
の
か
み
も
葵
か
け
た
り

（葵

。
一
五
五
）

口
隠
れ
沼
の
底
に
お
ふ
れ
る
菖
蒲
草
こ
め
に
ひ
な
て
み
る
人
は
見
つ

（あ
や
め

。
一
六

一
）

囲
う
ち
羽
ふ
き
今
そ
鳴
な
る
時
鳥
卯
の
花
月
夜
さ
か
り
な
る
比

穴
お
な
し
〉
ｏ
一
七
八
）

の
た
れ
し
か
も
初
音
聞
ら
ん
郭
公
ま
た
ぬ
山
路
に
こ
ゝ
ろ
つ
く
ま
て

（杜
謁

。
一
八
八
）

口
夏
も
猶
雪
け
の
末
の
水
な
ら
は
ふ
ち
の
河
こ
そ
冬
こ
ゝ
ち
す
れ

（水
辺
納
涼

。
二
四

一
）

囲
七
日
ひ
の
は
や
く
れ
な
ら
ん
久
か
た
の
天
の
川
霧
立
わ
た
る
へ
て

（七
夕

・
二
五
〇
）

側
は
か
な
さ
も
よ
し
や
思
ほ
し
山
さ
と
の
す
ゝ
の
ま
か
き
の
露
の
種

（あ
さ
か
ほ
・
二
五
五
）

ｍ
若
な
く
と
人
に
は
つ
け
そ
小
萩
原
分
つ
ゝ
来
て
も
つ
ら
き
あ
は
す
て

（萩

二

一七

こ

⑩
秋
な
か
ら
落
葉
も
し
ら
ぬ
松
虫
の
声
う
つ
も
れ
る
野
へ
の
初
霜

（お
な
し

。
二
七
六
）

団
玉
枠
の
そ
ら
引
か
へ
す
心
ち
し
て
雲
の
あ
な
た
に
な
の
る
薦
金

（鷹
の
声
遠
く
き
く

。
二
八
〇
）

囲
故
郷
に
来
て
か
へ
る
へ
き
秋
や
猶
紅
葉
の
錦
秋
や
そ
ふ
ら
ん
（紅
葉

。
三
〇
〇
）

ω
雪
す
か
る
籠
の
竹
の
お
と
の
み
そ
時
ヽ
我
を
お
と
ろ
か
し
け
る

（間
居
雪

。
三
三
一
じ

制
し
た
に
こ
そ
の
へ
の
庵
は
さ
し
つ
る
に
思
は
ぬ
よ
は
の
雪
の
う
は
ふ
き

↑
マ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（野
宿
雪

・
三
三
七
）

閲
あ
ら
し
降
る
神
の
し
る
し
の
榊
葉
に
雪
の
し
ら
ゆ
ふ
か
け
そ
へ
て
け
り

（雪
中
神
楽

・
三
三
八
）

以
上
の
三
二
首
が

『
隆
季
集
』
収
載
歌
の
う
ち
の
出
典
不
詳
歌
だ
が
、
こ
の

出
典
不
詳
歌
に
は
作
者
注
記
の
な
い
点
が
惜
し
ま
れ
る
と
は
い
え
、
新
出
歌
の

可
能
性
は
多
分
に
あ
ろ
う
。

三

さ
て
、
『隆
季
集
』
の
収
載
歌
の
典
拠
調
査
に
よ
っ
て
、
三
七
〇
首
中

の
〓
一

三
八
首
の
出
典
が
明
白
に
な
り
、
こ
の
数
値
は
全
体
の
九

一
パ
ー
セ
ン
ト
に
相

当
す
る
の
で
、
こ
こ
で

『隆
季
集
』
の
性
格
に
一
言
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

『隆
季
集
』
が
特
定
の
歌
人
の
私
家
集
お
よ
び
定
数
歌
な
ど
に
よ
っ
て
撰
集

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
言
及
し
た
と
お
り
だ
が
、
こ
こ
で

『隆
季
集
』
収

載
歌
の
出
典
調
査
に
よ
っ
て
明
白
に
な

っ
た
三
三
八
首
の
作
者
に
つ
い
て
整
理

す
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
な
る
。

正
徹
　
鬱
首
、
俊
恵
　
“
首
、
朱
雅
　
４。
首
、
肖
柏
　
３８
首
、
俊
成
女



３。
首
、
長
明
　
２２
首
、
定
家

・
作
者
不
記
　
１５
〈記
、
頼
政
　
１３
首
、
好
忠

８
首
、
期
恒

・
俊
頼
　
５
首
、
貫
之

・
為
ヂ
　
４
首
、
元
真
　
３
首
、
素

性

・
兼
盛

・
重
之

。
和
泉
式
部

・
匡
房

・
顕
季

・
蓮
性

。
基
佐
　
２
首
、

人
麿

。
家
持

・
是
則

。
中
務

。
醍
醐
天
皇

・
寄
香

。
深
養
父

・
忠
峯

・
定

方

・
道
真

・
敏
行

。
道
因

・
俊
成

。
為
氏

。
越
前

・
下
野

・
師
継

。
小
宰

相

・
少
将
内
侍

・
通
忠

。
有
教

・
基
忠

。
定
円

。
読
人
不
知
　
１
首
。

す
な
わ
ち
、
「隆
季
集
』
の
編
者
は
、
ま
ず
、
正
徹

・
宋
雅

。
肖
柏
な
ど

の

室
町
中
期
歌
壇
の
実
質
の
指
導
者
の
詠
を
中
核
に
し
、
次
い
で
、
俊
恵

。
長
明

・
頼
政
な
ど
の
歌
林
苑
歌
人
の
詠
と
俊
成
女

・
定
家
な
ど
の
新
古
今
歌
人
の
詠

を
添
加
、
さ
ら
に
、
貫
之

・
期
恒
な
ど
の
古
今
時
代
の
詠
も
付
加
し
て
撰
集
し

て
い
る
実
態
を
、
こ
こ
に
知
り
得
よ
う
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
の
各
時
代
を

画
す
る
時
期
の
著
名
歌
人
の
歌
は
い
か
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す

る
に
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が

『為
ヂ
千
首
』
『宋
雅
千
首
』
『肖
柏
千
首
』
な

ど
の
千
首
歌
が

『隆
季
集
』
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
と
こ

詳

ｒ
一
詢
れ
“
“
』
れ
鶴

¶
鰤
許

孤

獅
纂

強

翁

帰

歌
書
か
ら
採
歌
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「隆
季
集
』
の
編
者
が
題
詠
歌

の

手
本
と
も
な
る
べ
き
歌
で
編
纂
し
た
、
い
わ
ば
題
詠
歌
の
手
引
書
の
ご
と
き
撰

集
を
編
も
う
と
し
た
編
纂
意
図
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
こ
の
点
は
、

『俊
成
卿

女
集
』
か
ら
の
採
歌
が

「
洞
院
摂
政
家
百
首
」
を
中
心
と
し
て
「北
山
五
十
首
」

「千
五
百
番
歌
合
」
「衛
門
督
殿
へ
の
百
首
」
な
ど
の
題
詠
歌
で
占
め
ら
れ
、「拾

遺
愚
草
』
か
ら
の
抄
出
歌
が

「
閑
居
百
首
」
「関
白
左
大
臣
家
百
首
」
な

ど

の

題
詠
歌
で
あ
る
こ
と
や
、
『林
葉
集
』
『頼
政
集
』
『長
明
集
「
正
治
再
度
百
首
』

か
ら
の
採
録
歌
も
す
べ
て
題
詠
歌
群
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
確
認
さ
れ

よ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
『草
根
集
』
か
ら
の
正
徹
の
詠
も
す
べ
て
題
詠
歌
だ
が
、

『隆
季
集
』
の
依
拠
し
た
の
は
日
次
系

『草
根
集
』
な
の
か
、類
題
系
『草
根
集
』

な
の
か
、
い
ず
れ
の
系
統
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
め
る
た
め
に
、

「隆
季
集
』
の

「冬
」
部
の
次
の
七
首
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。

田
し
く
れ
に
は
思
ひ
そ
出
ぬ
自
露
に
あ
ら
そ
ひ
置
し
ね箸
，
あ
ふ
き
を

（浦
時
雨

。
三

一
九
）

帥
ま
く
ら
か
の
こ
か
ら
し
吹
て
窓
う
つ
や
渡
ら
ぬ
浪
の
し
く
れ
成
ら
ん

（枕
上
時
雨

。
三
二
〇
）

側
草
も
木
も
霜
の
か
ら
す
と
い
へ
る
名
の
な
き
を
つ
れ
た
る
松
の
色
哉

（松
霜

・
三
二
こ

ｍ
さ
す
か
猶
ゆ
く
と
し
積
る
霜
の
松
下
葉
色
付
散
る
嵐
か
な
（松
間
霜

ｏ
三
二
一
じ

ｍ
木
の
間
も
る
日
影
に
さ
へ
て
さ
ゝ
の
葉
の
太
山
は
霜
に
曇
”
裁
）

（条

二
壬

≡
じ

田
日
影
さ
す
軒
端
の
霜
の
ま
た
き
よ
り
た
か
ぬ
あ
さ
け
を
立
る
さ
と
人

（あ
し
た
の
霜

・
三
二
四
）

⑫
山
川
や
朽
て
跡
な
き
橋
け
た
に
絶
ノ
ヽ
か
ゝ
る
冬
の
あ
鴨
跡
強
上
≡
一五
）

こ
の
七
首
を

『草
根
集
』
の
両
系
統
の
伝
本
と
比
較
す
る
に
、
両
系
統
と
も
、

側

・
⑩

・
回
の
歌
題
を

「閏
時
雨
」
。
「篠
霜
」
。
「橋
霜
」
と
し
て
収
載
し
て
い

る
の
で
、
『隆
季
集
』
が
ど
ち
ら
の
伝
本
に
依
拠
し
て
い
る
か
は
分
明
で
な
い
。

た
だ
、
回
の
歌
に

『
隆
季
集
』
が

「橋
上
霜
」
の
歌
題
を
付
し
た
の
は
、
類
題

系

『草
根
集
』
が
こ
の
歌
の
直
後
の
例
歌
に

「橋
上
霜
」
の
歌
題
を
付
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を

『
隆
季
集
』
の
編
者
が
誤
記
し
た
可
能
性
は
臆
測
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
七
首
の

『草
根
集
』
内
で
の
配
列
順
序
を
み
る
に
、
類
題
系

統
で
は
、
五

一
〇
九

・
五
一
一
〇

・
五
一
七
七

・
五

一
七
八
・
五

一
八
四

・
五



二
〇
七

・
五
二
一
二

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
古
典
叢

書
刊
行
会
編

『草
根
集
一ご

の
歌
番
号
に
よ
る
）
の
ご
と
く
整
然
と
し
て
い
る

の
に
、
日
次
系
統
で
は
、　
一
〇
四
〇

一
・
四
一
六
一
・
七
七
六
〇

・
一
〇
〇
二

八
。九
六
五
二

六
二
・八
二
九
二

（『私
家
集
大
成
５
』
所
収
の
書
陵
部
蔵

『草

根
集
』
〈
五

一
〇

・
二
八
〉
の
歌
番
号
に
よ
る
）
の
と
お
リ
ア
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
で

あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、

『隆
季
集
』
が
正
徹
の
歌
を
採
録
す
る
際
に
依
拠
し
た

Ｆ

根
集
』
は
お
そ
ら
く
、
類
題
系
で
あ

っ
た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
そ
し

て
、
『隆
季
集
』
が
類
題
系
『草
根
集
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
、
「隆
季
集
』

に
類
題
歌
集

『古
今
六
帖
」
か
ら
の
採
歌
が
あ
る
こ
と
と
関
連
す
る
が
、
同
時

に
、
「隆
季
集
」
の
収
載
歌
が
ほ
ぼ
題
詠
歌
で
独
占
さ
れ
て
い
る
と
い
う
性
格
を

確
認
す
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
題
詠
歌
の
手
本
と
も
な
る
べ
き
歌
は
ほ
ぼ
原
拠
資
料

に
付
さ
れ
た
歌
題
下
に
配
置
さ
れ
て
、
『隆
季
集
』
の
編
者
の
手
は
加
わ

っ
て

な
い
感
じ
が
す
る
が
、
「宝
治
二
年
歌
合
』
か
ら
の
次
の
春
部
の

回
雲
の
上
の
山
も
木
高
き
桜
花
み
よ
の
さ
か
り
の
春
に
あ
ふ
ら
ん

（芳
野
ゝ
花
を

ｏ
九
六
）

回
み
よ
し
の
ヽ
高
木
の
山
の
桜
花
空
よ
り
外
に
に
は
ふ
い
ろ
か
な

（翫
花
と
い
ふ
こ
と
を

。
九
九
）

閣
尋
ね
い
る
花
よ
り
花
に
日
数
経
て
山
路
の
末
に
い
く
よ
と
ま
り
ぬ

（花
を
尋
る
こ
ゝ
ろ
を

ｏ
一
〇

一
）

の
三
首
を
み
る
に
、
い
ず
れ
も
同
歌
合
で
は

「山
桜
」
の
歌
題
が
付
い
て
い
る

の
に
、
『隆
季
集
』
で
は
注
記
の
ご
と
き
歌
題
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
原
拠

資

料
と

『
隆
季
集
』
と
の
歌
題
の
異
同
は
、
「隆
季
集
』
が
注
記
の
ご
と
き
歌
題

（詞
書
）
を
付
し
た
類
題
歌
集
か
ら
採
歌
し
た
可
能
性
も
推
定
さ
れ
な
く

は
な

い
が
、
日
下
、
そ
の
よ
う
な
歌
書
は
見
出
し
得
ず
、
こ
こ
は

『隆
季
集
』
の
編

者
が
例
歌
に
も

っ
と
も
即
す
る
よ
う
に
歌
題
を
改
訂
し
た
結
果
と
考
慮
す
る
の

が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
い
う
の
は
、
「俊
成
卿
女
集
』
の
「洞
院
摂
政
家

百
首
」
か
ら
の
抄
出
歌
で
あ
る
、
す
で
に
引
用
し
た
０
の
歌
の
歌
題
が
、
原
拠

資
料
で
は

「
霞
」
で
あ
る
の
に
、
『隆
季
集
』
で
は

「浦
の
か
す
み
を
」
と
な

っ
て
い
て
、
そ
こ
に
編
者
の
賢
し
ら

（改
訂
）
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
例
が

他
に
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
『隆
季
集
』
の
編
者
の
、

基
本
的
に
は
手
本
と
す
べ
き
例
歌
お
よ
び
歌
題
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
転
載
す
る

け
れ
ど
も
、
例
歌
に
よ
り
適
切
な
歌
題
表
記
が
可
能
な
場
合
は
、
あ
え
て
原
歌

題
を
改
訂
す
る
と
い
う
収
載
方
針
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、

『隆
季
集
』
の
収
載
歌
お
よ
び
歌
題
に
は
、
編
者
の
好
尚
の
反
映
が
い
く
ら

か

み
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
か
。

か
よ
う
に
、
『隆
季
集
』
の
収
載
歌
は
、
「古
今
六
帖
』
か
ら
の
優
雅
で
知
的

醐

製

木

騨

肺

ｙ

醒

掲

鑑

輪

粍

纂

凝

誕

肺

颯

の
所
産
た
る

『宝
治
二
年
歌
合
』
か
ら
の
二
条
派
流
の
温
雅
に
し
て
類
型
的
な

歌
、
室
町
前
期
の
特
に
応
永
期
に
活
躍
し
た
為
ヂ
や
宋
雅
、
室
町
後
期
の
特
に

明
応

‥
水
正
期
の
歌
壇
の
実
質
の
担
い
手
で
あ

っ
た
肖
柏
な
ど
の
、
平
明
に
し

て
典
型
的
な
古
典
情
趣
の
歌
な
ど
、
い
ず
れ
も
題
詠
歌
の
模
範
と
な
る
よ
う
な

性
格
の
歌
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
よ
う
な
な
か
に
あ

っ
て
、
二
条

派
流
の
歌
と
は
趣
を
異
に
す
る
正
徹
や
俊
成
女
な
ど
の
詠
が

『隆
季
集
』
に
は

か
な
り
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
い
か
に
考
慮
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

思
う
に
、
正
徹
と
俊
成
女
の
詠
が

『隆
季
集
』
に
か
な
り
収
載
さ
れ
て
い
る
の

は
、
正
徹
が

『
正
徹
物
語
』
で
、
「恋
再
は
女
房
の
歌
に
し
み
入
り
て
面
白
き

は
お
ほ
き
也
」
と
指
摘
し
て
、
式
子
内
親
王

。
俊
成
女

。
宮
内
卿
の
詠
を
各
々

引
用
し
た
後
に
、
「俊
成
女
の
、
哀
れ
な
る
心
長
さ
の
ゆ
く
ゑ
と
も
み
し
よ

の



夢
を
た
れ
か
さ
た
め
ん
　
極
ま
る
幽
玄
の
再
也
」
（日
本
古
典
文
学
大
系
本
）と

俊
成
女
の
恋
の
歌
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た
、
心
敬

上
ホ
祗
ら
の
連
歌

師
に
混
じ
っ
て
正
徹
の
言
説
を
多
く
引
用
し
て
、
和
歌

・
連
歌
の
作
法
等
に
関

す
る
雑
談
を
集
め
た

『
兼
載
雑
談
』
に
、
恋
の
歌
の
手
本
と
し
て
、

「
下
も
え

に
お
も
ひ
き
え
な
む
煙
だ
に
あ
と
な
き
雲
の
は
て
ぞ
か
な
し
き
　
俊
成
女
　
こ

れ
ら
を
恋
の
本
と
被
レ申
き
」
（日
本
歌
学
大
系
本
）
と
俊
成
女
の
歌
が
賞
揚
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
白
な
よ
う
に
、
『隆
季
集
』
の
編
者
は
両
者
の
歌
を
同

系
統
の
も
の
と
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
両
者
の
詠
も
、

歌
題
を
い
か
に
詠
み
お
お
せ
る
か
と
い
う
参
考
歌
と
し
て
の
観
点
に
立
つ
な
ら

ば
、
題
詠
歌
の
恰
好
の
材
料
た
り
得
る
こ
と
は
言
を
待
つ
ま
い
。
こ
こ
に
は
、

『隆
季
集
』
の
編
者
の
好
尚
の
反
映
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
、

同
時
に
、
『隆
季
集
』
の
成
立
時
期
の
時
代
的
好
尚
の
反
映
も
あ
る
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

要
す
る
に
、
『隆
季
集
』
は
編
者
の
好
尚
と
そ
の
時
代
性
を
反
映
し
た
、題
詠

鍬
姥
鍮
む
う
え
で
模
範
た
り
得
る
よ
う
な

「古
」
「今
」
の
歌
で
撰
集
さ
れ
た

詞
華
集
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
ヶ
。

四

そ
れ
で
は
、
『隆
季
集
』
の
成
立
時
期
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題

に

一勢
鍛
）
与
え
る
の
は
、
す
で
に
言
及
し
た

「右
隆
季
集
右
京
亮
量
胤
之
杓
銭
″

備
用
写
留
者
也
／
千
時
明
応
二
年
林
鐘
中
旬
／
尚
保
在
判
」
な
る
奥
書
で
、
明

応
二
年

（
一
四
九
三
）
六
月
中
旬
に
、
右
京
亮
量
胤
の
所
持
す
る

『隆
季
集
』

を
、
尚
保
が
書
写
し
た
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
量
胤
も
尚
保
も
、
管
見
の
範
囲

で
は
そ
の
生
没
年
も
伝
記
的
事
績
も
ま

っ
た
く
不
明
で
あ
る
の
で
、
奥
書
の
記

事
に
信
憑
性
が
あ
る
の
か
否
か
判
断
が
つ
き
か
ね
る
。
そ
こ
で
、
『隆
季
集
』
の

内
部
徴
証
と
し
て
そ
の
成
立
時
期
を
示
唆
す
る
事
例
を
探
求
す
る
に
、

『草
根

集
』
『肖
柏
千
首
』
『桜
井
基
佐
集
』
か
ら
の
抄
出
歌
を

『隆
季
集
』
が
収
載
し

て
い
る
と
い
う
事
実
に
逢
着
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
三
作
品
の
成
立
時
期

が
判
明
す
れ
ば
、
『隆
季
集
』
の
成
立
時
期
の
上
限
は
そ
れ
よ
り
以
降
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
『基
佐
集
』
か
ら
の
抄
出
歌
は

０
神
わ
さ
の
た
え
ぬ
み
あ
れ
に
葵
草
い
く
よ
か
け
て
も
色
は
か
は
ら
し

囮
か
ひ
か
ね
に
」
夏
藤
月
の
の
ほ
る
ま
て
旅
ね
く
る
し
き
さ
」
ぼ
ぼ
直
一
四
）

（嶺
月

・
二
九
七
）

の
二
首
で
、
島
原
松
平
文
庫
本

『基
佐
集
』
合
私
家
集
大
成
６
』
所
収
）
に
よ

れ
ば
、
０
は

「
よ
し
か
た
の
入
道
」、
回
は
基
佐
の
詠
だ
が
、
回
の
三
・四
句
が

「
ふ
く
る
ま
て
い
ね
も
や
ら
れ
ぬ
」
と
あ
る
点
で
多
少
の
疑
間
が
生
じ
な
く
も

な
い
が
、
『基
佐
集
』
収
載
歌
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
そ
の
『基
佐

集
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
久
曽
神
昇
氏
が

「詞
書
、
こ
と
に
他
人
の
歌

の
詞
書
な
ど
を
見
る
に
、
（一
」
・．晩
年
に
な

っ
て
、
詠
草
書
留
な
ど
を
資
料
と
し

篠
罐
岬
れ
な
』
わ
力ヽ で
い
し
お
き
は
か
働
れ
な
（のは
い
μ
終
ど
獅
脚
脚
飾
鋼
れ
て
一「嘲

る
よ
う
に
、
い
ま
だ
決
定
を
み
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
桜
井
基
佐
の
生
没
年
だ

めゲいけ』し（も麻『餃ｍか裁力ヽ、嘲「み界証論森̈
奥「講嘲明．同莉亀耐̈
つ

応
信
ず
る
に
足
る
記
事
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
、
『肖
柏
千
首
』
の
成
立
時
期
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

側
夕
暮
の
お
な
し
乱
を
秋
の
風
露
に
ま
か
せ
よ
野
辺
の
か
る
か
や

（苅
萱

。
二
六

こ



０
さ
の
み
な
と
ふ
る
ゐ
も
宿
を
か
る
か
や
の
跡
ま
て
風
は
吹
乱
る
ら
ん

の
二
首
が
、
回
が
肖
柏
、
働
が
宋
雅
の
詠
で
、

『詠
千
首
は
一
牌
早
´
一
に
ハ
．峠

丹
花
』
（内
閣
文
庫
本
二
〇

一
。
四
八
四
）
に

「苅
萱
乱
風
」
の
歌
題
下

に
収

載
を
み
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る

『宋
雅
肖
柏
千
首
』
の
成
立
時
期
を
問
題
に
す
れ

ば
よ
い
。
こ
の

『宋
雅
肖
柏
千
首
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
巻
末

に
、
『宋
雅
千
首
』
の
も
の
と
お
ぼ
し
き

「応
永
十
二
年
十
月
日
」
な
る
記
事
と
、

「文
明
元
年
初
秋
漢
羽
林
郎
将
藤
原
為
広
」
な
る
記
事

（実
は
、
こ
れ
は
為
テ

の
奥
書
）
に
続
い
て
、
「大
永
七
年
丁
亥
十

一
月
十
四
日
」
釜
日陵
部
本
の
奥
書

に
は
、
続
け
て

「九
州
肥
後
住
人
水
俣
瑞
光
書
之
」
と
あ
る
由
）
の
記
事
が
あ

っ
て
、
大
永
七
年
の
記
事
が
示
唆
を
与
え
よ
う
。
し
か
し
、
井
上
氏
に
よ
れ
ば
、

「大
永
の
奥
書
が
両
千
首
に
か
か
る
と
　
・
す
策
す
已
に
両
千
首
は
合
せ
ら
れ

て
い

た
訳
だ
が
、
そ
う
簡
単
に
も
断
ぜ
ら
れ
ま
い
。」
と
い
う
こ
と
で
、
『宋
雅
肖
柏

千
首
』
の
成
立
時
期
は
現
在
の
と
こ
ろ
分
明
で
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

と
こ
ろ
で
、
牡
丹
花
肖
柏
は
嘉
吉
三
年

（
一
四
四
一こ

生
誕
、
大
永
七
年

（
一

五
二
七
）
没
の
歌
人

・
連
歌
師
で
あ
る
の
で
、
「隆
季
集
』
の
奥
書
に
記
す
明

応
二
年
は
肖
柏
五
十
歳
に
当
た
る
の
で
、
『隆
季
集
』
の
奥
書
の
記
事
に
は
大

い
に
信
憑
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

最
後
に
、
類
題
系

『草
根
集
』
の
成
立
時
期
だ
が
、
現
存
諸
本
で
は
、
野
坂

元
定
氏
木

『草
根
集
』
の
奥
書
に

「永
正
三
年
臓
月
日
」、
京
大
付
属
図
書

館

本

『草
根
集
』
の
奥
書
に

「
子
時
永
正
三
年
従
孟
夏
至
初
冬
漸
書
之
早
」
と
記

す
記
事
が
も

っ
と
も
古
く
、
稲

（
田
副
豫
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
成
立
は

「少
な
く

と
も
室
町
末
期
に
は
成
立
し
て
い
た
。」
由
で
あ
る
が
、
そ
の
正
確
な
成
立
時

期
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
定
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
類
題
系

『草
根
集
』
は

日
次
系

『草
根
集
』
に
依
拠
し
て
成

っ
た
は
ず
で
、
松
下
正
広
が
日
次
系

『草

根
集
』
を
編
ん
で
、　
一
条
兼
良
に
序
を
要
請
し
た
の
が
文
明
五
年
で
あ
る
か
ら
、

類
題
系

『草
根
集
』
が

『隆
季
集
』
の
奥
書
記
事
の
明
応
二
年
ご
ろ
に
編
纂
さ

れ
た
可
能
性
は
充
分
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
、
『隆
季
集
』
の
奥
書
記
事

は
信
憑
性
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

以
上
の

『桜
井
基
佐
集
』
『
肖
柏
千
首
』
類
題
系

『草
根
集
』
の
成
立
時
期

の
検
討
か
ら
、
『隆
季
集
』
の
奥
書
に
記
す
明
応
二
年
六
月
と
い
う
記
事

は
信

用
す
る
に
足
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
『隆
季
集
』
の

成
立
時
期
の
上
限
は
少
な
く
と
も
明
応
二
年
六
月
中
旬
以
降
と
推
定
し
て
ほ
ぼ

誤
り
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
と
な
る
と
、
こ
の
時
期
は
、
文
明
後
期
歌
壇
の
最

高
指
導
者
で
、
三
条
西
実
隆

・
姉
小
路
基
綱
な
ど
の
公
家
や
地
方
大
名
の
歌
道

師
範
と
な

っ
て
活
躍
し
て
い
た
飛
鳥
井
雅
親
が
没
し
た
直
後
で
は
あ

っ
た
が
、

作
歌
活
動
は
活
発
で
、
官
廷
で
は
歌
学
研
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
、
「風
雅
集
』

か
ら

『新
続
古
今
集
』
歌
の
類
句
集
た
る

『新
編
和
歌
類
句
』

（延
徳
二
年
成

立
）
や
、
万
葉
歌
の
事
項
索
引
と
も
い
う
べ
き

『
万
葉
類
葉
集
』

（延
徳
三
年

成
立
）
な
ど
の
作
歌
手
引
書
も
生
ま
れ
る

一
方
、
連
歌
の
方
面
で
も
、
宗
祗
を

中
心
に
肖
柏

。
宗
長
等
が
活
躍
、
「連
秘
抄
』
（長
享
三
年
成
立
）
や

『
下
草
』

（明
応
二
年
成
立
）
『新
撰
菟
玖
波
集
』
（明
応
四
年
成
立
）
な

ど
の
作
品
が
生

ま
れ
て
い
る
の
で
、
『隆
季
集
』
も
こ
う
し
た
歌
壇
の
趨
勢

や
時
代
を
背
景
に

し
て
の
所
産
と
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
性
格
、
存
在
意
義
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
す

な
わ
ち
、
「古
」
「今
」
の
題
詠
歌
の
手
本
と
も
な
る
べ
き
よ
う
な
詠
歌
で
撰
集

さ
れ
て
い
る

『
隆
季
集
』
の
存
在
意
義
は
、
そ
の
成
立
時
期
に
お
け
る
作
歌
の

規
範
と
な
る
べ
き
題
詠
歌
の
詞
華
集
を
編
纂
、
提
供
し
よ
う
と
企
図
し
た
編
者

の
実
践
結
果
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
編

者
に
は
、
肖
柏

。
基
佐
な
ど
連
歌
に
関
わ
る
人
物
の
詠
歌
を
収
載
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
連
歌
と
関
わ
る
歌
人
な
ど
が
想
定
さ
れ
よ
う
が
、
具
体
的
人
物



と
な
る
と
、
日
下
の
と
こ
ろ
、
確
証
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
編
者
の
問
題
は
今

後
の
課
題
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
「隆
季
集
』
な
る
集
名
も
巻
頭
歌
の

詠
歌
作
者
が
不
詳
の
た
め
、
こ
れ
ま
た
、
何
故
に
か
か
る
集
名
と
な

っ
た
の
か

分
明
で
な
い
。

な
お
、
『隆
季
集
』
の
奥
書
に
記
す
明
応
二
年
六
月
中
旬
な
る
記
事
は
、現
在

そ
の
成
立
時
期
が
分
明
で
な
い
、
「桜
井
基
佐
集
』
『宋
雅
肖
柏
千
首
』
類
題
系

『草
根
集
』
の
成
立
時
期
の
下
限
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
応
二
年
六
月
中
旬
よ
り
以

前
と
規
定
す
る
意
味
で
、
『隆
季
集
』
の
こ
れ
ら
の
作
品
の
成
立
時
期
の
問
題

を
究
明
す
る
う
え
で
果
た
す
役
割
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
っ
て
よ

か
ろ
う
。
こ
の
点
、
「隆
季
集
』
の
内
容
そ
の
も
の
の
有
す
る
価
値
と
は
別
個

の
、
い
わ
ば
派
生
的
価
値
と
で
も
い
う
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

『隆

季
集
』
の
価
値
を
側
面
か
ら
高
め
る
貴
重
な
要
素
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
は
相

違
な
か
ろ
う
。

注（１
）

こ
れ
は
『古
今
六
帖
』
収
載
歌
で
、
作
者
注
記
の
な
い
歌
数
で
、
具
体
的
に
は
、

『隆
季
集
』
の
収
載
歌
の
典
拠
お
よ
び
作
者
の
整
理
の
と
こ
ろ
で
歌
番
号
を
指
摘
し

て
お
い
た
。

（２
）
　
『為
家
千
首
」
と
は
い
つ
て
も
、
藤
原
為
家
が
み
ず
か
ら
出
題
し
た

「前
大
納

言
為
家
卿
中
院
亭
会
千
首
』
の
こ
と
で
、
慶
安
三
年
版

「明
題
部
類
抄
』
に
は
、

当
該
歌
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『和
歌
文
学
大
辞
典
』
の

「俊
恵
」
の
項

（田
中
裕
先
生
執
筆
）。

『群
書
解
題
第
九
』
（昭
和
３５
。
・１
）
の

「桜
井
基
佐
集
」
の
項
。

稲
田
氏

「桜
井
基
佐
の
作
品
に
お
け
る
俳
諸
的
表
現
」
翁
連
歌
俳
譜
研
究
』
第

四
〇
号
、
昭
和
４６
・
３
）。

注
５
に
同
じ
。

井
上
宗
雄
氏

『
中
世
歌
壇
史
研
究
の
室
町
後
期
』
（昭
和
４７
・
・２
）
の
二
〇
六
頁
。

（８
）

稲
田
利
徳
氏

『
正
徹
の
研
究
』
（昭
和
５３
・
３
）
の
五
四
三
頁
。

（付
記
〕

本
稿
を
草
す
る
に
際
し
て
、
二昼
重
な
御
架
蔵
の

『隆
季
集
』
写
本

一
冊
を
貸
与

し
て
く
だ
さ
っ
た
、
井
上
宗
雄
氏
に
深
謝
申
し
あ
げ
る
。
な
お
、
本
稿
の
概
要
の
一
部

は
和
歌
文
学
会
第
二
十
八
回
大
会

（昭
和
５７
年
１０
月
１０
日
、
於
共
立
女
子
大
学
）
で
発

表
し
た
が
、
そ
の
際
御
示
教
賜
っ
た
、
井
上
氏
を
は
じ
め
、
福
田
秀
一
・
島
津
忠
夫
・

鶴
崎
裕
雄
の
諸
氏
に
も
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
ち
な
み
に
、
本
書
は

『花
園
大
学
研
究
紀

要
』
第
十
四
号

（昭
和
５８
・
３
）
に
翻
刻
し
た
の
で
、
御
参
看
賜
り
た
く
思
う
。
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